
令和7年度 編入学試験問題

学力試験（1)

英語。数学

(1 2 0分）

医学群

医学類

「試験開始」の合図があるまで、 この表紙を開けないこと。

以下の注意事項をよく読みなさい。

1. 「試験開始」の合図があったら、 問題用紙、 解答用紙、

下書き用紙の枚数を確かめなさい。

問題用紙 1 7 枚 (1~1 7 ページ）

解答用紙 5枚

下書き用紙 2枚

2. 氏名と受験番号はすべての解答用紙に記入しなさい。

3. 解答は所定の解答用紙の解答欄に記入しなさい。

（下書きは採点の対象とならない）

4. 解答用紙、 下書き用紙のホッチキスをはずすこと。

ただし、 問題用紙のホッチキスをはずさないこと。
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問題 1

次の文章を読み、 問 1 から問 7 に答えなさい。
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(Perceived age as clinically useful biomarker of ageing: coho汎 study.BMJ

2009;339: b5262 より引用、 一部改変）
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問1. Fill in blanks (ア）to (キ）with the most appropriate word(s) from the list below: 

a. assessment e. reliability and validity

b. details f. strength

c. genome-wide association studies g. utility

d. inclusion

問2. Fill in blanl(S (i) to (iii) with the most appropriate word(s) from the list below: 

a. expe1ts

b. peers

c. the worst assessors

問 3. Fill in blank (iv) with the most appropriate word from the list below: 

a. genotypes

b. ka1yotypes

c. phenotypes

問4. Fill in blanlc (v) with the most appropriate words from the passage. 
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問5. Provide a suitable subheading for blank ( A ) from the following list: 

a. Conclusions

b. Implications of the study

c. Limitations of the study

d. Strengths and weaknesses of the study

問 6. Rearrange the following words into the correct order to fill in blanl(( 

and been blood had obtained photographs samples the 

B
 

．

．

 

、
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問 7. According to the passage, which of the following had already been identified as the 

best biomarker of ageing before this study? 

a. chronological age d. sex

b.m血tal status e. smoking

c. self rated health f. sun exposure
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問題2

次の文章を読み、 問1から問5に答えなさい。
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(The fading memories of youth: the myste1y of"infantile amnesia" suggests memory 

works differently in the developing brain. Science. 2024;383: 1172-75 

より引用、 一部改変）
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問 1. Fill in blank (A) with the most appropriate word from the passage. 

問 2. Fill in blanks (i) to (iii) with the most appropriate words from the list below. 

Capitalize as necessary. 

a. however

b. instead

c. on top of that

問 3. Find a word in the passage with the same meaning as underlined �w. 

問 4. Fill in blanks (ア） to (エ）with the most appropriate word from the following list: 

a. contextual

b. episodic

c. motor

d. semantic

e. touching
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問5. For each of the following statements, circle'T'ifit is true,'F'ifit is false. 

1. Infants'memories form from a composite of images or stories that they have

repeatedly seen or heard. 

2. Infantile amnesia has been theorized to occur as a psychological defense against

memories of very early trauma. 

3. New research confirms that infants generally remember nothing from before the

age of 3 years. 

4. To date, studies on infantile amnesia have been designed to follow up infant

participants over a few months. 

5. The mother's physical condition during pregnancy may be a factor in her

offspring's subsequent brain development. 

6. Human experiments on infantile amnesia use the same methods as those used for

other types of animals. 

7. Scientists have discovered that the ability to retain long-term memories depends

on the memory type. 
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数 学

次の問題 1 から問題 3 に答えなさい。 解答は考えた過程がわかるようにエ壁に記しな
さVヽ。

問題1

0 または 1 を要素にもつ 2x2 行列全体の集合をM2 , 0 または 1 を要素にもつ 3x3行列
全体の集合をM3とする。 このとき， 次の問いに答えなさい。

問1 集合M2の元の中で， 行列式が1になる元の個数を求めなさい。

問 2 集合M2の元の中で， 2 乗すると零行列になるような元をすべて求めなさい。

問3 集合M3に属する元の行列式の最大値および最小値を求めなさい。

問4 集合M3の元の中で， 問3 で得た最大値をもつ元の個数を求めなさい。

問題2

nを1以上の整数とする。 X1,X2,- ．．，ふは， 互いに独立で，0または1に値をとる確率
変数とする。i = 1,...,n に対して， ふ＝ 0 となる確率は 0.8 とする。 このとき， 次の問
いに答えなさい。

問1 ふの期待値と分散を求めなさい。

問2 確率変数YをY ＝ふ＋ X2+··· ＋ふとし，kはO::;k::;nを満たす整数とする。
Y=kとなる確率を求めなさい。

問3 yが 1 以上をとる確率が0.84 以上となる最小の n を求めなさい。必要に応じて 0.301::;

log10 2 ::; 0.302 を用いてよい。
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令和7年度 編入学試験問題

学力試験（2)

化学・生物

(1 2 0分）

医学群

医学類

「試験開始」の合図があるまで、 この表紙を開けないこと。

以下の注意事項をよく読みなさい。

1. 「試験開始」の合図があったら、 問題用紙、 解答用紙、

下書き用紙の枚数を確かめなさい。

問題用紙 1 0 枚 (1~1 0 ページ）

解答用紙 6枚

下書き用紙 2枚

2. 氏名と受験番号はすべての解答用紙に記入しなさい。

3. 解答は所定の解答用紙の解答欄に記入しなさい。

（下書きは採点の対象とならない）

4. 解答用紙、 下書き用紙のホッチキスをはずすこと。

ただし、 問題用紙のホッチキスをはずさないこと。



化 学

次の問題1から問題3に答えなさい。

問題1

次の文章を読み、 問1から問4に答えなさい。

周期律表の4段目に位置する、 ScからCuに至る元素を第一遷移元素と呼ぶ。 遷移

元素は、 d軌道あるいはJ軌道が部分的に電子で みたされた元素と定義されるが、

CuにつづくZnはd軌道が完全に電子で みたされており、 遷移元素に加えないこと

が多い。 1
‘‘

ー のCu° は Ar4s1 3d1° の — 子配宵を持ち 3d i L首がー全に たさ

れているが そのイオンは ハ、にみたされたd I L を持っているので、 遷移元素

ととらえられる。

周期律表の5段目に位置する、 YからAgに至る元素を第二遷移元素と呼ぶ。 さら

に6段目のLaからAuまでが第三遷移元素であるが、 このうちLaからLuをラン

タノイド元素と呼ぶ。 Laを除くランタノイドはJ軌道に電子を持つ。

②遷移元素は、 典型元素に比べ互いに似通った性質を持つが、 ③特にランタノイ

ドの性質は互いに類似している。

問1 下線部①にしたがい、 Cu2+ の電子配置を答えなさい。 また、 Cu0 が 4s1 の

電子配置をとる理由を50字程度で説明しなさい。

問2 第一遷移元素のうち、 Cuとともに4対の 電子配置を持つ元素がある。 その

元素を答えなさい。 また、 この 電子配置をとる理由を50 字程度で説明しな

さし‘o

問3 下線部②の遷移元素に共通の性質を3つ答えなさい。

問4 下線部③の理由を50字程度で説明しなさい。
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生 物

次の問題1から問題3に答えなさい。

問題1

次の文章を読み、問1から問5に答えなさい。

細胞融合は、2つ以上の異なる細胞が1つになるプロセスである。自然界では、立ユ
生殖における配偶子の融合や、筋芽細胞が（イ）成熟した筋線維細胞になる過程におい
て細胞が融合することが知られている。また、細胞融合は医学の研究においても重要
な手法の一つである。例えば、異なる2つの細胞を融合することで、細胞の特性や機
能を調べたり、新しい機能を持つ細胞を作り出したりすることができる。

抗体医薬（モノクローナル抗体医薬）は、特定のタンパク質や細胞表面分子に高い
特異性と親和性を持つ抗体を用いて、がんや免疫疾患の治療や診断に用いられている。
有用な抗体を作製する工程は以下である。免疫動物に抗原を繰り返し投与し、抗体を
産生させる。抗体産生能力を有する（I)細胞を抽出し、（ウ）がん細胞と融合する
ことで、抗体産生ハイブリド ーマ細胞を作製する。融合に用いるがん細胞は、ヒポキ
サンチンー グアニンホスホリボシル基転移酵素 (HGPRT) を欠損している細胞株を使
用する。 DNA の構成要素であるプリン ・ ピリミジンヌクレオチドは、以下の図で示す
ように、デノボ経路とサルベージ経路によって合成され、細胞が増殖する際に必須で
ある。融合したハイブリドーマ細胞のみを選択するため、 （エ）薬物を添加した培地
にて培養し、生き残ったハイブリドー マ細胞をクロ ーニングした後、培養液中に分泌
された抗体を精製する。

デノボ経路
原料： 糖・アミノ酸・葉酸．CO2

サルベージ経路
ヒポキサンチン チミジン

［プリン核酸合成

ピリミジン核酸合成

畢
細胞増殖
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